
   

 

 





  ①生物の生息・生育空間の減少・単純な生物相

②外来種による生態系の撹乱　　　　　　

③担保性の高い緑地が少ない　　　　　　

１）港区の生物多様性の保全上の問題点

⑤他地域の資源に依存した生活・経済活動

 ⑥自然との物理的・精神的なつながりが少ない

  ⑦生物多様性の大切さが浸透していない　　　

⑧生物多様性に関わる活動が十分に進んでいない

２）持続可能な利用に関わる問題点

３）取組を推進するうえでの問題点

       ⑨自然・生物情報等の蓄積体制の不足　　　　　　

①エコロジカルネットワーク計画の検討  

②生物の生息・生育空間の保全  　　　　

１）地域の生物多様性の保全と再生

④生物に配慮した空間づくり  　　　　　

２）持続可能な利用の促進

３）生物多様性に関する理解の促進

４）取組を支える制度やしくみの整備

⑨自然とのつながりを感じられる場づくり  

⑧生物多様性に関わる伝統的な文化の再生  

　⑩生物多様性に関わる普及啓発・教育活動の促進  

⑬地域内外の多様な主体との協働や連携　  

⑪情報発信・集約のためのしくみの改善　   

  ⑫自然・生物情報等を蓄積するしくみの検討　

③緑地を担保するしくみの検討  　　　　

  ⑥省エネ・省資源や地域内での物質循環の促進   

⑦生物多様性に配慮した消費活動の促進   

④大量消費のライフスタイル　　　　　　

  ⑤外来種や遺伝子撹乱を引き起こす要因への対策

ライフスタ
イルの変化

取組を支える
しくみ

都市的環境
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